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「２学期の終わりに」 

                    校 長  浦 田 敏 明 
 この２学期は、たくさんの学校行事がありました。

子どもたちは、水泳記録会に始まり玖南科学展（発 
表会）・手作りの秋季大運動会・生活科、社会科見学・ 
ゆうきらきらスクール・玖南音楽祭・校内持久走大会 
などの様々な行事に全力で取り組みました。 
それぞれの行事では、一人一人が生き生きと輝き、 
成長している姿を確認することができ、とてもうれし

く思います。 
子どもたちが通知表を持って帰ります。それぞれの

進歩と成果を親子で確認し、次のステップへの励まし

としたいものです。 
 今学期、大きな事故もなく終了することができるの

も保護者の皆様方の本校教育に対するご理解・ご協力

の賜です。誠にありがとうございました。 
   涙のあとの     大丈夫？ 
   いさかいのあとの ごめんね  
       さしのべられた掌の 
       温もりを知るのは  年の瀬の学舎 
 『聞く力』 
 本校では、子ども自らが学ぶ力を身につけるために

学習指導に工夫改善を加え、実践を重ねているところ

です。 
 私は、その学ぶ力の基本は、「聞く力」だと考えてい

ます。聞くことができれば、聞いたことを頭の中で想

像し、考えることができるようになります。 
 真剣に聞けば、真剣に考えることができるようにな

るのです。 
私たちは昔「人の話を聞く時は、話す人の目を見て

聞きなさい」と言われて育ってきたのではないでしょ

うか。 
この「聞く力」を育てる第一歩は、親が子どもの目

を見て語りかけることだと思います。そして、次の段

階は「読み聞かせ」だと思います。「読み聞かせ」は、

よい本を選んで毎日読んでやることが大切です。 
その時、 
① 変に演出はしない。 
②感想を聞かない（読みっぱなしにする）ことが大

切です。 
『しつけ』 
 ところで、日頃の「しつけ」に注目が集まる時期で

す。昨年のこの時期にもお伝えしましたが、哲学者 森 

信三先生の「しつけ」について再度振り返りましょう。 
 ① 「おはようございます」が言える 
 ②  「はい」という返事ができる 
 ③  出したものは元にもどすことができる（はきも
のをそろえる・椅子を入れる） これが３原則です。 
 簡潔明瞭で、当たり前のことだと誰もが納得して頂

けるものと思います。 
しかし、当たり前の難しさは、これも万人の知るとこ

ろです。 
『よいお年を』 
 ひつじ年である 2003年（平成 15年）も残り少なく
なりました。まもなく新しい年がやってきます。当た

り前のことが当たり前に訪れることの奇跡に感謝しな

がら、新年を迎えたいものです。 
どうぞみなさん健やかでよいお年をお迎え下さい。 

 
 
日 曜 学  校  行  事 校時 

1 木 元日  

2 金    

3 土    

4 日    

5 月 公務始 消防出初め式  

6 火    

7 水    

8 木 街頭指導 始業式 Ａ３ 

9 金 給食開始 委員会活動   

10 土    

11 日    

12 月 （祝）成人の日   

13 火    

14 水 アルミ缶回収日   

15 木 街頭指導   

16 金 クラブ活動   

17 土    

18 日    

19 月 代表委員会 学力向上地区推進協議会   

20 火 参観日（午後）   

21 水    

22 木 アルミ缶回収日   

23 金 クラブ活動   

24 土    

25 日     

26 月    

27 火    

28 水   

29 木    

30 金    

31 土   

２月行事予定：２日：街頭指導 ３日：由宇中学校入

学説明会（文館）６日：授業研究会 １３日・２７日：

クラブ活動 １６日：６年ボランティア清掃   

１７日：参観日・学年、学級懇談会 ２０日：地区別

児童集会 ２４日：新入生１日入学 ２７日：６年生

を送る会 




